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単位円 1: 22  yxC の部分集合 21, CC を、次のように定める。 
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これはC 上の点であるから 
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①、②より 12222  dbca であるから、  sin,cos,sin,cos  dbca とおける。 
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回転であるから、確かに 1C を 2C に移す。 
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による一次変換で 1C に属する点に移る。 
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※ 1C を 2C に移す一次変換は容易に予想できるが、きちんと論証するのは面倒である。 


